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１ɽߥඌࢢの֓ཁ

尾市とฉいて、஌っている方は少ないߥ
かもしれませんが、۝州出਎の方はグリー
ンランド（੢日本最大ڃの༡Ԃ地）という
と、多くの方にご認ࣝいただけるかとࢥい
ます。۽本県の੢北୺に位置し、ྡの福Ԭ
県大ໂ田市とともに、「炭鉱のまち」とし
てӫえてきました。東੢10km、ೆ 北7.5km、
面積約57km2のコンパクトなまちですが、
東に県立自然公Ԃの小ଲ山、੢に有明海を
有する自然๛かな環境です。

現在は人口５万人を割り込んでいます
が、炭鉱でのޏ用があった1955年ࠒは人口
も67,000人を超え、市Ӧバス、ߥ尾ڝഅ場
なども運Ӧしていました。その後、石炭か
ら石༉へのエネルギー転換に൐い、ࡾ井ࡾ
池炭鉱は1997年３月に閉山を迎えることと
なります。

本市特産品のߥ尾ジャンボས（新高ས）
は、炭鉱で働く人々がڷނに送ったことで
広がったともいわれており、炭鉱のྺ史は、
尾市のྺ史とも大きくつながっていまߥ
す。

そんな炭鉱のྺ史を伝える本市にある޵
口「万田޵」は、2015年に世界文化遺産に

炭鉱のまちから
ウェルビーイングスマートシティへ

ຽ環境෦�環境อશ課�θロカーϘン推進ࣨࢢ�ࢢඌߥ
෦�スϚートγテΟ推進ࣨڵ�஍Ҭৼࢢඌߥ

ࣸਅ１　ੈքจ化Ҩ࢈ʮສా޵ʯ ࣸਅ ２ 　 ラϜαーϧ৚໿ొ࿥࣪地ʮߥඌׁׯʯの
ςーラー৐ंମݧ



34

NP6 特集_特別講ԋߥ�尾市_4n　　ページ35NP6 特集_特別講ԋߥ�尾市_4n　　ページ34

LJGF BnE EnWJSPnmFnU VPM.70, NP.1,  2025

登録され（ࣸਅ̍）、海のほうへ目を向け
ると有明海に広大なߥ尾ׁׯが広がってお
り、ׁׯの多様な生物をエサとして多くの
シギ・チドリ類が飛来しラムサール条約࣪
地に登録されています。ߥ尾ׁׯは、近年、
༦日がきれいなフォトスϙットとしても注
目されており、චで௼り上げるマジャク௼
りやテーラー৐ं体ݧなど、ここでしか体
できないイベントもັ力です（ࣸਅݧ ù）。

２ɽ͜Ε·Ͱの୤୸ૉにؔ͢Δऔ૊Έ

炭鉱のまちから新しいエネルギーのまち
への転換を模ࡧするなか、2015年にԊ؛部
に約22MWのメガソーラー「۽本ߥ尾ソー
ラーパーク」が立地し、2016年には約６
MWのߥ尾バイオマス発電所が稼働するな
ど、民間主導での再エネの取組みが進んで
いきました。

エネルギー分野においては、民間との連
携が不可ܽであり、2017年にࡾ井物産（ג）、

グローバルエンジニアリングと地域エ（ג）
ネルギーの有効活用等に関する連携協定を
締結したことで、地域新電力「有明エナジー

の設立に至り、その後のエネルギー「（ג）
政策が大きく進展していくこととなりまし
た。エネルギーの地産地消のスキームとし
ては、有明エナジーによるPPAでの太陽
光発電設備の設置（民間事業所、公共施設）
を進め、ଔFIT住୐からのങ電（ങ取価֨
での༏位性）等による再エネ電源を確保し、
市内への供給を行うことを想定していま
す。すでに公共施設へは有明エナジーから
の電力供給を実現しています。

公共施設においては、2020年にఀ電時の
災害対策本部への電力確保を主目的とし
て、市໾所庁舎に太陽光発電設備（約
20kW）と蓄電池（約130kWI）を設置し、
主要な避難所である市໾所庁舎が使用でき
ない時の代替施設（災害対策本部）として
位置付けられているߥ尾総合文化センター

に太陽光発電設備（約200kW）と蓄電池（約
900kWI）を設置しました。ߥ尾総合文化
センターにおいては、エネルギーマネジメ
ントシステムの機能も有し、#CP対策だけ
でなく、ϐークカット運用を行うことで、
効率的な運用に౒めています。

2023年には、長年の懸案だった࿝ٺ化し
た市民ප院の建替えを行い、;E#認証（;E# 
OSJFnUFE）を取ಘし新築することで、 エネ
ルギー消費量を約38％削減できる見込みと
なっています。この;E#認証は、20,000ᶷ
以上のප院としては۝州で初めて（全国で
２ྫ目）となるものです。

３ɽθϩΧʔϘϯγςΟએݴ

本市は、市内に大きなՏ઒がྲྀれていな
いこともあり、大規模な水害等の発生が少
ない地域でしたが、۝州地方を中心にਙ大
な被害が発生した「令和２年７月߽Ӎ」で
は、市北部にある関઒が൙ཞするなど大き
な被害を受けました。各地でස発している
ҟ常気象による災害の原因の一つが地球温
暖化であるといわれていることもあり、本
市が地球温暖化๷ࢭに向けて一ؙとなって
取り組まなけれ͹ならないという強い決意
をもって、2021年３月にゼロカーボンシ
ティએ言を行っております。

４ɽॏ఺ରࡦՃ଎Խۀࣄのऔ૊Έ

上記એ言後に、地球温暖化対策実行計画
（区域施策ฤ）策定にண手し、2022年度には、
環境省の地域脱炭素移行・再エネ推進交付
金（重点対策加速化事業）の採択をいただ
き、民間事業所、一般家ఉも含めた太陽光
発電設備、蓄電池等の導入促進に向けて動
き出しました（ਤ̍）。ط存住୐で太陽光
発電に関心が高い方はすでにFITにより設
置済みであること、۝州地方では電気ྉ金
がଞの地域に比べて比ֱ的安価なことなど
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もあり、なかなか一般家ఉ向けの導入が進
まない状況もありましたが、ڵຯを࣋って
いただけるようにマンガ風のチラシを作成
したり（ਤ ù）、再エネ導入のメリットを
આ明するパンフレットを作成したりするこ
とで、少しずつ設置件数も増加してきたと
こΖです。

2022年度から現在までの再エネ導入量
は、太陽光発電（事業所ɿ790kW、住୐ɿ
348kW）、蓄電池（事業所ɿ約96kWI、住୐ɿ
約685kWI）となっており、再エネ導入に
よる環境ෛՙの低減だけでなく、万が一の
災害時の電源確保として市民の安心にもつ
ながる事業として期待しています。

図１　ߥඌࢢ地ٿԹஆ化対策࣮ܭߦըΠϝーδ図



36

NP6 特集_特別講ԋߥ�尾市_4n　　ページ37NP6 特集_特別講ԋߥ�尾市_4n　　ページ36

LJGF BnE EnWJSPnmFnU VPM.70, NP.1,  2025

５ɽリサイクルۀࣄ

本市のリサイクル事業はྺ史がݹく、
1983年に一部の地域からスタートして1993
年には市内全域で実施しています。地域の
協力の下、リサイクルステーションの管理
等を行ってもらっており、きれいに分別さ
れた資源物は質も高く、有効に活用されて
います。しかし、なかには、汚れたままの
ものやҟ物をつめたものを出される方もい
て、自分の手から離れたゴϛとしての認ࣝ
でしΐうが、「リサイクルしてまた自分の口
にฦってくるもの」とࢥっていただくと対応
もかわってくるのかなとࢥいます。今のศ利
な生活を支えるうえでは、リサイクルは必要
不可ܽですので、自治体として住民の方の
心に届く伝え方も必要とײじています。

地域に協力していただいて成り立ってい
るリサイクル事業ですが、資源物の売上の
約半分を地域へؐݩし、各छ事業に活用し

ていただいています。近年、民間の資源物
ແྉ回収所も増えており、地域へのؐݩ金
が減っていることも課題ですが、インター
ネットのී及等により新ฉをとらない家ఉ
が増えているのは、ペーパーレスの半面、
ちΐっと複ࡶな気࣋ちとなります。

本市は、೩えるごみの処理について、県
をまたいだ大ໂ田市と共同で行っており、
2002年から3%F（廃棄物ݻ形೩ྉ）化し
て発電に利用していた関係で、プラスチッ
ク類は高い熱源となるため、ペットボトル、
トレイ以外のリサイクルの実施が஗れてい
ました。2024年度から容器แ૷リサイクル
のプラスチック類（ペットボトル、トレイ
を除く）と੡品プラスチックのリサイクル
を併せて実施しており、より多くのプラス
チック類の再資源化につなげたいと考えて
います。

市民の方のご協力もあり、プラスチック
類の回収量は見込みを上回る量となってお
り、今後、重点対策加速化事業を活用して
EVパッカーंを導入し、太陽光で発電し
た電気で充電することで、ೋࢎ化炭素を排
出しないクリーンな回収につなげていきた
いと考えています。

６ɽ ৽ͨͳ·ͪͮ͘り
ʢ͋ΒおւཅスϚʔτλ΢ϯ）

炭鉱のまちとしてӫえた時には、多くの
人で೐わっていたߥ尾ڝഅ場も炭鉱閉山や
景気低໎、レジャーの多様化などにより、
2011年に終わりを迎えました。࢒された約
34.5IBの広大な土地の活用を検討するなか
で、本市の中心拠点の一つであるߥ尾Ӻか
ら近いߥ尾ڝഅ場੻地の再開発計画が࣋ち
上がります。本市の重要課題であるߥ尾Ӻ
पล地区活性化のトリガーとして新しいま
ち「あらお海陽スマートタ΢ン」の事業が
動き出しました（ਤ ú）。
「あらお海陽スマートタ΢ン」では、有

図 ２ 　ଠཅޫ発ిิॿۚ等お஌Βͤνラγ
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明海の๛かな自然環境や交通利ศ性を活か
し、΢Σルネス（心਎ともに݈߁な状態）
をコンセプトとした、子どもからお年寄り
まですべての人々が、心๛かに݈߁でշ適
に過ごせるډ住環境・交ྲྀ環境・೐わいを
創出する事業を進めています。

（ １ ）荒尾ウェルビーイングスマートシティ

あらお海陽スマートタ΢ンのコンセプト
に含まれる「΢Σルネス ًくように生き
生きしている状態（%Vnn, 1959）」の֓念
をベースに、「޾福」の要素もแ含した「΢Σ
ルビーイング（心਎ともに݈߁で޾せな状
態）」の֓念に進化させ、さらに、人間中
心のSPDJFUZ5.0の֓念も掛け合わせること

で、人と人との交ྲྀと
テクノロジーを通じて
時代を先ۦける価値を
共創しながら、住民や
๚問者など、୭もが安
全に޾せをײじて心਎
ともにྑ޷な状態を࣋
続できる都市を目指
す。このようなߥ尾市
全体の取組みを「ߥ尾
΢Σルビーイングス
マートシティ」と໊付
けています。

現在は、エネルギー、
モビリティ、ϔルスケ
ア、データ利活用、๷
災・見कりの５分野に
取り組んでおり、各取
組みの基本方針とし
て、限りある財源及び
人的資源を補うために
官民連携による取組み
を推進しています。産
官学のコンソーシアム

「 あ ら お ス マ ー ト シ
ティ推進協議会」を設

立し各छスマートシティ事業の実証実ݧ・
実૷に向けた取組みを実施するなど、民間
の資金・活力や学術研究機関のӥஐをआり
ながら、都市圏とのハンディキャップをຒ
める地方創生の取組みを推進しています。
そのほかにも、これまでにも都市機能とし
ての図書館の施設整備を（ג）イζϛが運
Ӧするط存商業施設のۭきテナントに整備
し、設計・整備・運Ӧを（ג）لҏᅳ屋書ళ
に委ୗ（指定管理）したり、΢Σルネス拠
点施設（道のӺ、交ྲྀ施設及び保݈福ࢱ子
ҭて支援施設の複合施設）の設計整備運Ӧ
事業をPFI事業により実施したりしている
とこΖです。

この官民連携のスマートシティの取組み

図 ３ 　͋Βおւཅスマーτタ΢ンΠϝーδ図
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と住民の΢Σルビーイングについて具体的
な取組みをいくつかご঺հします。

（ ２ ）　 AIを活用した
オンデマンド型相乗りタクシー

本市も多くの自治体と同様に、路線バス
の利用者減少により、路線の見直しや減ศ
がなされ、その結果として利ศ性が低下し、
ますます利用者が減少していくという悪循
環が大きな課題でした。また、市としても
路線バス事業者への੺ܽࣈଛ補助ֹが増加
し、路線バス事業者も人手不足といった問
題を๊えていました。そこで、廃ࢭ・再ฤ
する路線バスへの੺ܽࣈଛ補助と同ֹのෛ
担で新たな移動手段を導入できないか検討
し、実証実ݧや国との協議を重Ͷて、AI
を活用したオンデマンド型相৐りタクシー

「おもやいタクシー」を2020年10月に導入
しました（ਤ û）。

複数の予約が同時間ଳに入った場合、৐
٬それぞれの৐ं地と降ं地の情報を基
に、相৐りになるような最適なルートを
AIが൑定し、ドライバーはその指示にैっ
て利用者の৐降をするという࢓組みです。利

用者は市内全域どこでも৐り降りでき、運行
時間中であれ͹呼びたい時にいつでも予約
して৐ंできます。利用ྉ金は通常のタク
シーの半ֹ程度と路線バスよりも少し高く
なりますが、時間の制約もなく、どこでも
৐降できるศ利さが利用者からも大変޷ධ
です。市としても新たなෛ担なく公共交通
の利ศ性向上ができ、路線バス事業者も人
手不足のなかで効率的な路線の再ฤが可能
となり、タクシー事業者もன間の利用٬の
増加につながり、利用者を含めて４者の課
題を一度に解決することができています。

（ ３ ）　児童の登下校見守りサービス

地域住民による登下ߍの見कりも実施し
ていただいているとこΖですが、์課後、
ಐがなかなか自୐に帰ってこない、どこࣇ
にいるかわからないといった保ޢ者の心配
ごとはし͹し͹起きています。そこで、ࣇ
ಐが今どこにいるのか確認できる࢓組みを
NTTコ ϛ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ζ（ג）、（ ג ）
NTTドコモと連携して構築しています。
本市が全ࣇಐに配付しているڭҭ用タブ
レットの位置情報を使って現在地や移動し

図 û 　お΋や͍タクγーӡ֓ߦཁ
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たルートを保ޢ者やڭ৬員等が確認できる
組みです（ࣸਅ࢓ ú）。また、家ఉから学
へのܽ席などの届け出もオンライン化さߍ
れます。保ޢ者が予め設定した登下ߍエリ
アを外れた際に学ߍ及び保ޢ者にアラート
通஌することで事ނや൜ࡑにרき込まれる
ことを未然に๷͙機能もあり、登下ߍ中の
者に対して通ޢಐを見कる੹任がある保ࣇ
஌をする点も含めて、ଞにྫがない全国初
の取組みとなっています。

（ ４ ）　 誰もが安心して長生きできる
ウェルネススマートタウン

市民の「݈߁長ण」に関しては、国民݈
及び後期高ྸ者ҩྍ制度の一人当たݥ保߁
りҩྍ費が、全国や۽本県平均と比ֱして
も大きく上回っており、国民݈߁保ݥの特
定݈߁਍査の受਍率向上が課題でした。こ
の課題に対して、NECソリューションイ
ノベータ（ג）と連携して2023年度からデ
ジタルϔルスケアサービスの導入を進めて
います。
ᶃ ࣬ ප発঱Ϧスクが͍ߴϋΠϦスクऀ΁の

ΞϓϩーνにΑる࣬ප༧๷ɾ݈ͮ͘߁Γ
AIが過去の๲大なデータをもとに将来

の݈਍結果を予測、具体的な生活श׳改ળ
案を提案する「݈਍結果予測シϛュレー
ション」サービスの提供を開࢝し、݈߁に
対する意ࣝを高め、行動変容を促していま
す。さらに、݈਍結果から࣬පリスクの高
い特定層の住民に対しては、݂ӷから生活

श׳පの将来の発঱リスクを予測する࣬ප
リスク予測検査サービスにより、ප気にな
る前にハイリスク者に保݈指導などの適切
な݈߁サϙート・հ入サービスを行ってい
ます。このհ入にはスマートフォンアプリ
も活用し、運動やਭ຾、ӫཆアセスメント
などの生活श׳改ળに໾立つデジタルコン
テンπを実ફするほか、日々の取組みを記
録することで、これまで収集することがで
きなかった生活श׳のデータが蓄積でき、
今後、これまでの保݈指導においてはでき
なかった生活श׳データと検査数値・レセ
プトデータとをಥ合した質の高い保݈指導
を実施するための検証も進めています。
ᶄ Ϧスクが͘ߴな͍ɾແ関৺૚をؚΉશࢢ

ຽに対するϙϐϡϨーγϣンΞϓϩーν
にΑる࣬ප༧๷ɾ݈ͮ͘߁Γ
①のスマートフォンアプリを通じてAIが

৯事のࣸਅからカロリーやޒ大ӫཆ素を分
析し、消費カロリーとのバランスも踏まえ
たݸ人に合った৯事と運動の提案を行う
サービスを提供しています。AIによる৯事・
運動の提案に合わせ、行動変容のインセン
ティブとしてリコメンド内容に応じた市内事
業者の費用ෛ担による݈߁クーϙンを発行
する࢓組みも実૷しており、地域経済の活
性化にもつなげることを目指しています。

̓ɽ฻Βͨ͠い·ͪ೔ຊҰΛ໨ͯ͠ࢦ

りをތ尾市が目指しているのは市民がߥ
࣋って「ߥ尾市に生まれҭってよかった」
と΢Σルビーイングを実ײしていただける
まちͮくりです。

この΢Σルビーイングスマートシティを
実現するために、産官学連携して、շ適で
฻らしやすいまちͮくりを進めているとこ
Ζであり、շ適さ・޾せを実ײしていただ
ける「฻らしたいまち日本一」を民間事業
者・学術研究機関との強力なパートナー
シップで実現していきます。

ࣸਅ ３ कΓαーϏスݟߍಐのొԼࣇ　




